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１．開 会 

 

２．議 題 

◇ 八戸市における「中学校部活動の地域展開」の現状と今後の展望について 

  ⑴八戸市における「中学校部活動の地域展開」の現状 

  ⑵令和７年度教育委員会視察研修報告（テーマ：中学校部活動の地域展開） 

   ・上尾市教育委員会 ・板橋区教育委員会 

  ⑶八戸市における「中学校部活動の地域展開」の今後の展望 

 

３．その他 

 

４．閉 会 
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八戸市における
「中学校部活動の地域展開」の現状

八戸市総合教育会議資料
令和７年11月22日（土）
学  校  教  育  課

八戸市教育委員会
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目次

１ 現在の推進体制

２ 令和５年度の取組

３ 令和６年度の取組

４ 令和７年度（10月まで）の取組

５ 令和７年度（11月から）の取組
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八戸市教育委員会 学校教育課

・指導主事 （主担当）

・主査（予算関係担当）

・地域クラブ活動コーディネーター

（スポーツ担当）

・地域クラブ活動コーディネーター

（文化芸術担当） 計４名

観光文化スポーツ部
・文化創造推進課
・スポーツ振興課

教育委員会
・教育指導課

１ 現在の推進体制

連携

八 戸 市 内 各 中 学 校

関係団体（協会、会場等）
地域の指導人材

合 同 部 活 動

連絡･調整

指導者派遣計画・運営

生徒参加

連
絡

調
整

3

八戸市地域スポーツ・文化芸術活動検討協議会諮問



２ 令和５年度の取組

○設置目的

中学校部活動の地域展開を円滑に進めるための具体的な検討を行う

○委員

・八戸学院大学 ・市中学校文化連盟

・市スポーツ協会 ・市小学校長会

・市文化協会 ・公募委員 ２名

・市中学校体育連盟

・市中学校長会

・ヴァンラーレ八戸

・市連合ＰＴＡ

・市スポーツ推進委員協議会 計12名

八戸市地域スポーツ・文化活動検討協議会の設置
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３ 令和６年度の取組

１ 目的

「部活動の地域連携・地域展開推進計画」を策定するに当たって、

 学校部活動の現状や課題等を把握するための調査を行う

２ 調査期間

 令和６年９月２日（月）～９月１３日（金）

３ 対象

・小学5,6年生・中学1,2年生の児童生徒、その保護者

・小・中学校教職員

４ 回答率

・児童生徒 小 90.9％ 中 84.8％

・教職員 小 63.3％ 中 62.3％

部活動の地域移行に係るアンケート調査
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検討協議会からの意見

１ 地域クラブ活動の推進体制の在り方

２ 指導者の確保（報酬の在り方・指導力向上に向けた研修体制）

３ 活動場所の検討

４ 送迎手段の検討

５ 保護者負担の在り方

6

３ 令和６年度の取組



休日における合同部活動の試行（令和６年度）

・スポーツ活動
陸上競技 7

・文化芸術活動
美術部・総合文化部



４ 令和７年度（10月まで）の取組

スポーツ活動 休日における合同部活動（令和７年度）
日時 実施内容 会場 時間 参加校数 参加者数

１ ６／１（日） ソフトテニス 新井田テニスコート 9:00～12:00 ８ 85

２ ６／７（土） 陸上 東運動公園陸上競技場 9:00～12:00 17 145

３ ６／21（土） スピードスケート 南郷島守 高山神社 14:00～17:00 ３ ７

４ ６／21（土） スピードスケート ＹＳアリーナ八戸 14:00～17:00 ４ 17

５ ６／28（土） 柔道 市武道館 10:00～13:00 ５･１ク 55

６ ６／28（土） バドミントン 市体育館 9:00～12:00 ２ 65

７ ６／28（土） スピードスケート ＹＳアリーナ八戸 9:00～12:00 ４ 17

８ ７／５（土） スピードスケート ＹＳアリーナ八戸 14:00～17:00 4 18

９ ７／12（土） 柔道 市武道館 9:00～12:00 ５･１ク 48

10 ７／27（日） バスケットボール 南部山 体育館 9:00～12:00 ９ 39

11 ９／６（土） 陸上競技 東運動公園陸上競技場 9:00～12:00 15 229

12 ９／20（土） ソフトテニス 新井田テニスコート 9:00～12:00 ９ 48 8



柔道部 乱取り練習（7／12）
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陸上競技部 中・長距離ブロック練習（9/6）
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ソフトテニス部 県大会に向けた実践練習（9／20）

11



文化芸術活動 休日における合同部活動（令和７年度）
日時 実施内容 会場 時間 参加校数 参加者数

１ ５／10（土）
AI浮世絵画像ワーク

ショップ 八戸市美術館 10:00～13:00 ４ 17

２ ６／７（土） なりきり学芸員
～浮世絵展覧会をつくろう！～ 八戸市美術館 10:00～13:00 ７ 23

３
①６／１（日）
②６／29（日）
③７／13（日）

八戸小唄流し踊り
南部ぐれっとかだれじゃ

音頭
八幡馬 の練習

南部会館

①９:00～12:00
②９:00～12:00
③９:00～12:00
④17:00～19:00

３ 10

４ ７／18（金） 八戸小唄流し踊り参加 八戸市中心街 17:00～19:00 ４ 13

５ ７／26（土） 湊橋八戸小唄流し踊り参加 湊橋 17:00～19:00 ３ ５

６ ７／26（土）
遮光器土偶（頭部）を

つくろう
是川縄文館 9:30～12:30 5 13

7 ９／６（土） 工作ワークショップ まちなか広場「マチニワ」 9:30～12:30 ２ ４

８ 10／11（土) 映画上映会＆対話活動 三八城公民館 13:30～16:20 ２ ４ 12



ＡＩ浮世絵画像ワークショップ（5／10）
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14

ＡＩ浮世絵画像ワークショップ（5／10）
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４ 令和７年度（10月まで）の取組

遮光器土偶をつくろう!!（7/26）

映画上映＆対話活動（10/11）

工作ワークショップ（9/6）



八戸小唄流し踊り（7／13）
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成 果

18

１ 参加者（中学生）の感想
・学校では体験できない内容や専門的な技術等に触れることができ、
参加生徒の意欲向上につながった。

・他校生と合同で活動することによって、生徒同士の交流が深まり、
有意義な活動となった。

２ 運営主体として
・スポーツ活動では各競技団体（市協会等）、文化芸術活動では他課
や文化施設等と連携した取組を実践できた。

・地域の行事での練習の成果を披露する場を設定できた。
→伝統文化の継承
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５ 令和７年度（11月から）の取組

国の実証事業（八戸市地域クラブ活動（休日））

10月から受付開始、11月１日（土）から活動開始！



※地域スポーツクラブ活動体制整備事業（地域スポーツクラブ活動移行への移行に向けた実証事業）

※文化部活動改革 （地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業）

１ 目的
スポーツ・文化芸術活動に継続して親しむ機会の確保

２ 事業内容
地域クラブ活動への展開に向けた実証

３ 予算
2,612千円（スポーツ活動 1,862千円・文化芸術活動 750千円）
※主な内訳：指導者謝礼、参加生徒保険料、施設使用料 等 20

国の実証事業（八戸市地域クラブ活動(休日)）



※合同部活動との違い※

参加できる対象者を限定しない
（中学生なら、基本的に誰でもどの活動でも参加が可能）

○スポーツ活動 （５種目）
陸上競技、バドミントン、柔道、剣道、スピードスケート 

○文化芸術活動 （５分野）
美術・総合文化、書道、合唱 、茶道、映画

21

国の実証事業（八戸市地域クラブ活動(休日)）



「中学校部活動の地域展開について」

令和７年度 教育委員会視察研修報告
・埼玉県上尾市教育委員会
・東京都板橋区教育委員会

八戸市教育委員会

八戸市総合教育会議資料
令和７年11月22日（土）
学  校  教  育  課
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目次

１ 視察研修の概要

２ 埼玉県上尾市について

３ 東京都板橋区について

４ 視察研修を終えて
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（１）日 程 令和７年 ７月24日（木）・25日（金）

（２）視察先 ①埼玉県上尾市

②東京都板橋区

（３）目 的 八戸市が部活動地域展開実証事業を推進する

にあたり、先進地を視察し今後にいかす

（４）同行者 教育委員 （４名）

教育部次長

学校教育課長

担当指導主事

地域クラブ活動コーディネーター （２名）

教育委員会職員 計 １０名

１ 視察研修の概要

3



埼玉県 上尾市

２ 埼玉県上尾市について

4



①埼玉県の県央地域に位置

②人 口 約23万人(県内7位の人口)

③学校数 12校  ※公立中学校のみ

④生徒数 約5,300名 ※公立中学校のみ

⑤部活動数 運動部 130部 文化部 36部 計166部

（令和５年度時点）

5

(1)上尾市の概要
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(2)上尾市における部活動の地域移行に向けた基本方針



運営主体：サンワエナジークラブ

(統括コーディネーター業務委託団体)

事業主体 上尾市教育委員会 学校教育部 指導課

①主担当・スポーツ担当

②副担当

③文化芸術担当

④イングリッシュサロン担当

【連携課】
・教育総務部 生涯学習課
・教育総務部 スポーツ振興課
・学校教育部 学務課

業務委託

(3)推進体制 （令和７年度）

実施主体：公募により決定した団体

・指導者を派遣できる団体を選定

・中学校施設等を利用

管理

登録
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事業主体：上尾市教育委員会 学校教育部 指導課
①主担当・スポーツ担当 ②副担当

③文化芸術担当 ④イングリッシュサロン担当

学校教育部指導課

●平日の学校部活動 スポーツ振興課
●スポーツ活動

生涯学習課
●文化芸術活動

地域クラブ活動の主管課

教 育 総 務 部

主管課を移管

8

（令和８年度）

教育委員会内での主管課移動・役割分担



学年 参加者数

中学１年生 308

中学２年生 255

中学３年生 75

合 計 638

●登録者数（R7.6.30現在）

※小学校4,5,6年生
登録者：77名

●令和７年度 活動一覧
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(4)地域クラブ活動の概要



内

訳

年
度
当
初
の
予
定

人件費・賃金 2043

事

業

費

諸 謝 金 6752
旅費・交通費 1232

借料及び損料 158

消 耗 品 費 1900

公 告 作 成 費 50

通 信 運 搬 費 1076

雑 役 務 費 530

保 険 料 805
困窮家 庭支援 1045
活 動 用 ウ ェ ア 2175

予 備 費 550

小 計 18317

●令和７年度 当初予算 単位：千円
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業務委託先（統括コーディ
ネーター）に係る人件費

地域クラブにおける指導者
の謝礼等



①謝金

・指導者謝金 5,500円（指導料4,500円＋費用弁償1,000円）

※上尾市部活動指導員の時給を参考に指導料を設定

（時給換算で1,500円×原則３時間の活動＝4,500円）

②指導者の資格の有無

・指導者資格は必要無

・ＡＧＥＯ地域クラブにおいて、

研修会を定期的に開催

※令和６年度は５回実施

※原則、全員が出席（欠席の場合

はレポート提出の義務付け）
11

(5)指導者について



東京都 板橋区

３ 東京都板橋区について

12



①東京都の北西部に位置し、埼玉県に隣接する特別区

②人 口 約58万人

③学校数 22校  ※公立中学校のみ

④生徒数 約9,400名 ※公立中学校のみ

⑤部活動数 運動部 174部 文化部 126部 計300部

（令和５年時点）
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(1)板橋区の概要
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(2)板橋区立中学校部活動地域移行推進ビジョン2030

      板橋区立中学校部活動地域移行実施計画2025



いたばし地域クラブ

事業主体 板橋区教育委員会 教育総務課

・多様な学び推進担当課長

・部活動地域移行係

管理・運営

基礎的共通講座（いたばし地域クラブアカデミー）

※フィジカル・メンタルトレーニング、放課後の過ごし方や食生活

改善など、種目・分野を横断した中学生のための共通講座を実施。

女子サッカー
クラブ
（委託）

eスポーツ
クラブ
（委託）

ロボット数学
クラブ
（委託）

サイエンス
クラブ
（委託）

軟式野球
クラブ

直
営

委
託

（Ｒ７年度～）
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(3)推進体制（令和７年度）

委
託

委
託

委
託



種目名 実施主体団体 実施回数 登録者数
（令和7年6月現在）

１ 女子サッカー 株式会社ルネサンス 年45回程度 8名

２ ℮スポーツ
学校法人創志学園

クラーク記念国際高校
年45回程度 45名

３ ロボット数学 株式会社ＨＩＴＳ 月1～2回程度 18名

４ サイエンス
区立教育科学館の

指定管理者
年45回程度 3名

５ 軟式野球 各中学校クラブ ※直営
約390名

※17チーム登録

●活動一覧
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(4)地域クラブ活動の概要 （令和７年度）



●予算について
活動内容 運 営 費 備 考

１ 女子サッカー 230万円

計1,600万円

・運営費
保護者負担額
東京都 補助
板橋区 補助

※保護者負担額…2,000円／月

２ ℮スポーツ 200万円

３ ロボット数学 220万円

４ サイエンス 950万円

５ 軟式野球 9,000万円
・兼職申請の教員 30,000円/月
・民間指導者 3,000円/時
・見守り（保護者）2,000円/時

17



１ 活動時間 各学校の放課後
２ 活動場所 各学校の校庭
３ 道具など 各校の道具を活用 ※消耗品…市教育委員会が購入
４ 指導者の状況

リーガアグレシーバとの連携
・スペイン語で「積極的にプレーするリーグ」
という意味。

・『選手たちの未来にフォーカスした』リーグ戦
形式の取組。

・リーグ戦を通して、選手の成長や指導者の指導
力向上を図り、スポーツの社会的価値の向上を
目指す。

指導者 チーム数

教員による指導（兼職申請） 14

地域人材による指導 3

合 計 17

※１チームは３校で拠点校に集合して活動
※19校 計17チームによる活動

５ 保護者負担額
時 期 保護者負担額

Ｒ７年８月まで 無料

Ｒ７年９月～Ｒ８年３月 1,000円

Ｒ８年３月～ 2,000円
18

●軟式野球クラブ



令和６年度 令和７年度 ※配置詳細

配置数

３名 ４４名

※全22校
２名ずつ配置

バドミントン 12名
剣道 ６名
ソフトテニス ５名
吹奏楽 ４名

他

●部活動指導員の配置

・指導者報酬 時給2,000円（週16時間以内）、交通費、賞与あり

・ホームページにて随時募集

・配属先は区教育委員会事務局が決定

19

(5)指導者について ※地域連携の取組



①明確な目標と綿密な計画的による円滑な地域展開

②子どもにとって魅力的なプロバレーボールチームとの
連携事業

③業務負担の分散や軽減にむけた推進体制の構築
・関係課との本格連携や機構改革
・業務委託

４ 視察研修を終えて

（１）埼玉県上尾市

20



①子どもたちの多様性に応じたユニークな内容を展開
（℮スポーツ等）

②地域展開の過渡期における地域連携事業（部活動指
導員の増員）の重点化

③区教委直営による軟式野球の地域クラブ化

④送迎等の課題を意識した、学校教育施設等の使用可
能な体制構築

（２）東京都板橋区

21



「会員と所属団体をつなぐ連絡網アプリケーション」を活用
・参加希望日の把握
・参加費、入会費の徴収（キャッシュレス決済）
・保護者との連携（出欠確認、活動前後の連絡等）
・保険加入（スポスル補償）→保険加入手続きを省略

（３）両自治体の共通した取組

業務負担の
軽減

≪スポスル補償（保険）≫
補償対象

（傷害補償）

・スポーツ活動中の事故 ・地震等災害による事故

・熱中症等の特定疾病 ・団体活動往復中の事故

災害死亡見舞金

疾病死亡見舞金
1,000 万円

入院日額 4,000 円

通院日額 1,500 円

後遺障害見舞金

疾病後遺症見舞金
最高 1,000 万円

賠償（対人） １人１億円１事故５億円

訴訟事故 団体に対して補償摘要 22

●連絡体制 アプリケーションの活用



①地域の特徴や実情に応じた魅力ある地域クラブ活動を推進する
・プロチーム…ヴァンラーレ八戸、東北フリーブレイズ 等
・地域の行事…三社大祭、えんぶり 等
・年齢や性別、障がいの有無に関わらず誰もが楽しめる活動
・経済的負担を軽減するための補助制度等の支援

②持続可能な推進体制の整備・構築
・子どもたちの多様性に応えるため、競技団体や文化芸術団体
等と積極的な連携を図る

・「事業内容」「業務負担」「予算」３項目のバランスを考慮
する

（４）所 感

23



八戸市における
「中学校部活動の地域展開」の今後の展望

～持続可能な部活動の地域展開を目指して～

令和７年11月22日（土）

八戸市教育委員会

八戸市総合教育会議資料
令和７年11月22日（土）
学  校  教  育  課

1



目次

１ 今後の目標

２ 持続可能な取組に向けて

３ 持続可能な地域クラブ活動

４ 持続可能な推進体制

2



２ 今後の目標

当市の中学校部活動の地域展開推進に向けた目標

Ｒ６ ・合同部活動の試行

Ｒ７ ・合同部活動の拡充
・八戸市地域クラブ活動 開始（国の実証事業）

Ｒ８ ・八戸市地域クラブ活動 拡充

Ｒ９

Ｒ10

Ｒ11 ・休日のみ、可能な限り「目指すスポーツ・文化芸術活動環境」へ展開

Ｒ12

Ｒ13 ・休日のみ、すべての部活動において「目指すスポーツ・文化芸術活動環境」へ展開

※目指すスポーツ・文化芸術活動環境 （二本立て）

①既存のクラブなど（民間） ①地域クラブ活動（行政）

※国の方針 令和13年度までに、原則、休日の全ての部活動において地域展開を実現

3



３ 持続可能な取組に向けて

持続可能な地域展開の推進体制の構築

・ 通いやすい、送迎しやすい活動場所
・ 保護者負担額の在り方の検討

持続可能な地域クラブ活動の運営

地域展開の推進

4



課題 ・生徒が通いやすい、保護者が送迎しやすい活動場所の確保
・活動場所の確保における他団体との競合

関係課の協力を得て
（学校開放システム）

(1) 活動場所の確保や送迎に関する手立て

市立学校施設の使用

地域クラブ活動など、
学校部活動の受け皿となる団体

貸
出

・活動場所の確保
・通いやすく送迎しやすい場所

5

４ 持続可能な地域クラブ活動 活動場所・送迎手段



1,500～3,000円
※月２～４回の活動を想定
※Ｒ６年度保護者アンケートより

【経費】
・指導者謝礼
・保険料
・施設利用料
・アプリ利用料
・消耗品代
・材料費 など

持続可能な地域クラブ活動

国の実証事業で検証

調整

保護者負担額の目安
について
→国が方向性を提示

※経済的な理由で参
加できない生徒へ
の支援

(2) 保護者負担額の在り方

課題 ・持続可能な活動のための適正な保護者負担額の在り方

調整

より低廉な負担額

6

４ 持続可能な地域クラブ活動 保護者負担額の在り方



八戸市教育委員会 学校教育課

・指導主事 （主担当）

・主査（予算関係担当）

・地域クラブ活動コーディネーター

（スポーツ担当）

・地域クラブ活動コーディネーター

（文化芸術担当） 計４名

観光文化スポーツ部
・文化創造推進課
・スポーツ振興課

教育委員会
・教育指導課

連携

八 戸 市 内 各 中 学 生 や 保 護 者

関係団体（協会、会場等）
地域の指導人材

国の実証事業（八戸市地域クラブ活動(休日)）

連絡・調整

指導者派遣計画・運営

生徒参加

連
絡

調
整

7

５ 持続可能な推進体制

(1) 当市における現在の推進体制

八戸市地域スポーツ・文化芸術活動検討協議会諮問



業務負担の増加
・関係団体との連絡・調整
・保護者・参加希望生徒との連絡調整
・指導者謝礼や会場費等の予算確保
・週末の地域クラブ活動の運営・見届け
・地域の指導者の確保

中学校部活動の地域展開の推進
★国の実証事業等の拡充
・スポーツ ５種目→８種目
・文化芸術 ５分野の回数増

中学校部活動の地域連携の推進
★部活動指導員の配置拡大
・R7 12校13名配置
→R8 13校17名配置希望有

現推進体制の課題

8

(2)当市の課題



課題 部活動地域展開に係る運営母体の在り方

（１）市教育委員会内の組織
・事務担当職員の配置、コーディネーターの増員

（２）市長部局との連携・役割分担
・平日部活動 ⇒ 地域連携事業の推進
・地域クラブ活動（スポーツ活動）
・地域クラブ活動（文化芸術活動））

⇒ 地域展開事業の推進
（３）民間の関係団体への業務委託

・地域民間クラブ
・総合型地域スポーツクラブ 等

(3) 考えられる推進体制の在り方

休日の地域クラブ
活動の運営

平日の取組も遂行
して本格スタート

9



10

子どもたち
多様性にこたえる

持続可能な
スポーツ・文化芸術活動

環境の実現へ
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